
第
五
十
条
第
一
項
第
四
号

審
理
員
意
見
書
又
は
行
政
不
服
審
査

会
等
若
し
く
は
審
議
会
等

第
八
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の

機
関

第
八
十
一
条
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
第
七
十
四
条

第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

審
査
会
に
諮
問
を
し
た
審
査
庁

審
査
庁

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

附
則
第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
行
政
機
関
等
匿
名
加
工
情
報
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

都
道
府
県
及
び
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
以
外
の
地
方
公
共
団
体
の
機

関
並
び
に
地
方
独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て
の
第
百
十
条
及
び
第
百
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の

間
、
第
百
十
条
中
「
行
政
機
関
の
長
等
は
、」と
あ
る
の
は
「
行
政
機
関
の
長
等
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
る
募
集
を

し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、」と
、
第
百
十
一
条
中
「
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
こ
と
が
で
き
る
」
と
す

る
。

別
表
第
二
中
「
、
第
六
十
六
条
、
第
百
二
十
三
条
」
を
削
る
。

（
刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
二
条

刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
五
十
七
条
第
一
項
、
第
百
六
十
二
条
第
一
項
、
第
二
百
二
十
九
条
第
一
項
、
第
二
百
三
十
条
第
一
項
、
第
二

百
七
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
百
七
十
六
条
第
一
項
中
「
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
削
る
。

（
犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
に
係
る
資
金
に
よ
る
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
三
条

犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
に
係
る
資
金
に
よ
る
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九

年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

金
融
機
関
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
送
付
に
代
え
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
人
の

承
諾
を
得
て
、
当
該
書
面
に
記
載
す
べ
き
内
容
を
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他

の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
次
項
及
び
第
三
十
四
条
に

お
い
て
同
じ
。）に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
金
融
機
関
は
、
当
該
書
面
を
送

付
し
た
も
の
と
み
な
す
。

４

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
項
前
段
の
場
合
に
お
い
て
、
申
請
人
が
現
に
利
用
す
る
電
子
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
（
特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
二
条
第
三

号
に
規
定
す
る
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
い
う
。）が
知
れ
な
い
と
き
そ
の
他
同
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
書
面

に
記
載
す
べ
き
内
容
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
と
き

は
、
金
融
機
関
に
お
い
て
当
該
書
面
に
記
載
す
べ
き
内
容
を
書
面
に
出
力
し
、
こ
れ
を
保
管
し
、
か
つ
、
第
二
項

に
規
定
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
を
も
っ
て
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
送
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
四
条
中「（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ

て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。）」
を
削
る
。

（
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
五
十
四
条

株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
八
号
中
「
第
三
十
二
条
の
十
第
三
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
五
号
中
「
第
三
十
二
条
の
十
第
四
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
三
項
中
「
交
付
」
の
下
に「（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
書
面
を
交
付
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た

場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
三
十
二
条
の
九
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
申
込
み
を
す
る
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
添
付
に
代
え
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
機
構
の
承
諾
を
得
て
、
当
該
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る

方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
次
条
第
三
項

及
び
第
六
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申

込
み
は
、
当
該
書
面
を
添
付
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
三
十
二
条
の
十
第
一
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を

第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
申
込
み
を
す
る
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
添
付
に
代
え
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
機
構
の
承
諾
を
得
て
、
当
該
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
込
み
は
、
当
該
書
面
を
添
付
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
六
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
又
は
認
定
支
援
機
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
交
付
に
代
え

て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
中
小
企
業
者
及
び
機
構
の
承
諾
を
得
て
、
当
該
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項

を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
又
は
認
定
支
援
機
関
は
、
当
該
書
面
を
交
付
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
五
条

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五

年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
七
条
・
第
十
八
条
」
を
「
第
十
六
条
の
二

第
十
八
条
の
二
」
に
、「
機
構
処
理
事
務
」
を
「
機
構

処
理
事
務
等
」
に
、「
第
三
十
八
条
の
七
」
を
「
第
三
十
八
条
の
十
三
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
十
四
項
中
「
第
十
九
条
第
七
号
」
を
「
第
十
九
条
第
八
号
」
に
、「
同
条
第
八
号
」
を
「
同
条
第
九
号
」

に
、「
又
は
第
八
号
」
を
「
又
は
第
九
号
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
五
項
中
「
第
十
九
条
第
十
二
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
」
を「
第
十
九
条
第
十
三
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
」

に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
第
十
九
条
第
四
号
」
を
「
第
十
九
条
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
三
章
中
第
十
七
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
等
）

第
十
六
条
の
二

機
構
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者
の
申
請
に
基

づ
き
、
そ
の
者
に
係
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
も
の
と
す
る
。

２

機
構
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
関
し
て
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
作
成
並
び
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
作
成
及
び
運

用
に
関
す
る
状
況
の
管
理
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
そ
の
者
の
」
を
「
前
条
第
一
項
の
」
に
、「
前
条
の
」
を
「
そ
の
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
七
項
」
の
下
に「
並
び
に
第
十
八
条
の
二
第
三
項
」

を
加
え
る
。

第
三
章
中
第
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
に
関
す
る
手
数
料
）

第
十
八
条
の
二

機
構
は
、第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
に
係
る
事
務
に
関
し
、

機
構
が
定
め
る
額
の
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

機
構
は
、
前
項
に
規
定
す
る
手
数
料
の
額
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
総
務
大
臣
の

認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


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